
 

 

［成果情報名］防虫網によるトマト栽培終了時のタバココナジラミ逃亡防止効果 

［要約］トマト栽培終了時のタバココナジラミ逃亡防止に 0.4mm 目合い防虫網は有効である

が、タバココナジラミ高密度条件下でハウス密閉処理前に抜根をする場合には効果が不十

分となる 
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［背景・ねらい］ 

三重県内トマト産地ではトマト黄化葉巻病（以下黄化葉巻病）が発生し、被害が問題と

なっている。黄化葉巻病防除ではトマト栽培終了時にハウス密閉処理を行うことで、ウイ

ルス保毒虫を含むタバココナジラミを施設外に逃亡させないことが重要とされている。そ

こで、黄化葉巻病発生地域におけるトマト栽培施設からのタバココナジラミ逃亡の実態と、

目合いの細かい防虫網によるタバココナジラミ逃亡防止効果を明らかにする。  
［成果の内容・特徴］ 

1．タバココナジラミは栽培終了後、ハウス密閉処理の際、トマトが萎れると成虫が植物体

から離脱し、施設内の黄色粘着板に多く捕獲される。同時期に施設周辺部に設置した黄

色粘着板の捕獲数が増加する。このことから、ハウス密閉処理の作業過程で、植物体か

ら離脱したタバココナジラミが施設外に逃亡していると考えられる（図１）。 

2．0.4mm 目合いの防虫網を施設開口部に設置することで、タバココナジラミ逃亡率は抑制

される。特に密閉処理前の逃亡防止効果が高い（図 2AB）。 

3．ハウス密閉前に抜根する場合は、0.4mm 目合いの防虫網の効果によりタバココナジラミ

逃亡率は低く推移するが、抜根・密閉直後に多くのタバココナジラミが株から離脱する

ため、施設外に逃亡する個体数も多く、0.4mm 目合いの防虫網による逃亡防止効果は不

十分である（図 2C）。 

［成果の活用面・留意点］ 

1． 施設から逃亡するタバココナジラミを抑制するためには、施設内のタバココナジラミを

栽培終了時期まで低密度に管理することが重要である。 

2． ハウス密閉処理中は、タバココナジラミがトマト株から離脱して施設外に逃亡する個体

数が増加するため完全に密閉を行う必要がある。 




